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授業概要 植物にとって環境要因との相互作用は成長する上での鍵であるため、生産量と作付
け体系の効率にとっても鍵となる。本講義では、非生物的（温度、光、水、栄養
量）および生物的（植物病原性微生物や共生微生物）要因の影響を中心に作物の生
理機能や生産性を取り上げる。植物の適応戦略と防御機構を学習する。植物感染時
の植物病原性糸状菌のマイコトキシン生産についても植物の防御機構に対する反応
として学習する。 

備考 ボルドー大学にて英語にて実施 

授業形態 講義・演習 

教育目標との関連 非生物的、生物的ストレスに対する作物の生理機能や生産性への影響と植物の適応

戦略・防御機構を学習し、持続的食料生産体系の利用に関する専門知識を深める。 
授業の達成目標 1. 生物的及び非生物的ストレスが植物の代謝と成長に与える主な影響を説明でき

る。 
2. 穀物のストレス耐性育種を目標とする主な表現形質を説明できる。 
3. 植物病原性物質の分子的特性を説明できる。 
4. 植物や微生物の相互作用に関する知識を活用して、持続可能な代替の穀物保護

手段を考案できる。 
 

授業計画 1. 植物と環境との相互作用、および相互作用が作物生産に与える影響に関する基
本的知識を得る。 

2. 植物のストレス応答と適応を制御する機構の分子的および遺伝的基盤に関する
基本概念を習得する。 

履修条件  

成績評価方法（割合・

評価基準・提出期限

等） 

レポート、筆記や口頭の期末試験を評価する。 

授業外における学習方

法 
指定された科学論文と事例研究のレポートを課す。 
 

教材・参考文献・配付

資料等 
なし 

オフィスアワー 事前に問い合わせること。 

その他（学生に望むこ

と等） 
 

関連科目  

キーワード  

 


